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日
本
教
育
史
学
の
成
立
と
国
学

―
日
本
教
育
史
略
、
文
芸
類
纂
、
古
事
類
苑
、
日
本
教
育
史
の
関
係
―

高

橋

陽

一

は
じ
め
に

　

教
育
学
が
教
育
に
関
す
る
学
問
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
倫

理
学
や
心
理
学
な
ど
様
々
な
学
問
の
成
果
を
継
受
し
て
体
系
化
し
て

い
く
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
対
象
た
る
教
育
を
自
ら
把
握
し
て
、
教

育
を
自
ら
認
識
で
き
る
学
問
と
し
て
の
体
系
が
樹
立
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
こ
に
教
育
の
自
己
意
識
の
学
と
し
て
の
教
育
史
学
が

教
育
学
に
占
め
る
位
置
が
あ
る
。
近
代
日
本
の
教
育
と
教
育
学
は
、

西
洋
か
ら
の
近
代
学
校
と
教
育
学
の
移
入
を
特
徴
と
す
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
日
本
の
教
育
を
自
ら
認
識
す
る
学
は
こ
の
移
入

性
か
ら
は
成
立
し
が
た
い
。
近
世
と
は
異
な
る
海
外
か
ら
の
視
線
を

意
識
し
た
国
際
的
環
境
の
な
か
、
近
代
の
国
学
の
成
果
を
受
け
て
日

本
教
育
史
学
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の

目
的
で
あ
る
。

　

日
本
教
育
史
学
の
成
立
に
国
学
の
影
響
を
見
る
こ
と
は
、
決
し
て

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
海
後
宗
臣
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）

年
一
二
月
に
「
佐
藤
誠
実
の
日
本
教
育
史
」
と
題
し
て
東
京
中
央
放

送
局
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
の
講
演
を
お
こ
な
い
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一

五
）
年
に
『
日
本
教
育
小
史
』
に
集
録
し
て
、
佐
藤
誠
実
の
『
日
本

教
育
史
』
を
「
文
化
史
」
的
な
業
績
と
し
て
評
価
し
た
（
（
（

。
ま
た
石
川

松
太
郎
は
、「
欧
米
先
進
諸
国
の
人
々
に
み
せ
る
た
め
の
教
育
史
」

と
し
て
の
『
日
本
教
育
史
略
』
と
、「
政
治
も
経
済
も
文
化
も
、
は

た
ま
た
軍
事
も
産
業
も
、〈
教
育
〉
を
媒
介
に
し
、
軸
と
し
て
、
は

じ
め
て
廻
転
し
発
展
し
う
る
も
の
だ
」
と
の
教
育
史
観
を
明
確
に
し

た
『
日
本
教
育
史
』
を
評
価
し
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
寺
﨑
昌
男
も
、『
日

本
教
育
史
』
に
つ
い
て
「
佐
藤
に
お
け
る
『
古
事
類
苑
』
の
編
纂
者

と
し
て
の
国
史
学
・
国
学
の
蓄
積
」
を
評
価
し
て
い
る
（
（
（

。
し
か
し
、

こ
こ
で
い
う
「
国
学
の
蓄
積
」
や
「
文
化
史
」
の
系
譜
の
内
実
を
明

ら
か
に
す
る
課
題
は
未
だ
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

　

と
り
わ
け
、
近
代
の
人
文
諸
科
学
に
対
し
て
、
前
近
代
か
ら
の
国
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学
が
与
え
た
影
響
の
研
究
が
國
學
院
大
學
を
中
心
に
活
発
に
展
開
さ

れ
て
お
り
、
藤
田
大
誠
を
は
じ
め
と
す
る
業
績
が
「
近
代
国
学
」
へ

の
注
目
を
高
め
て
い
る
（
（
（

。
私
も
伊
能
穎
則
に
つ
な
が
る
国
学
者
が
大

学
校
・
大
学
、
文
部
省
、
教
部
省
な
ど
で
活
躍
す
る
動
き
を
注
目
し

て
き
た
が
（
（
（

、
こ
こ
で
は
榊
原
芳
野
が
加
わ
る
『
日
本
教
育
史
略
』、

榊
原
芳
野
編
の
『
文
芸
類
纂
』、
榊
原
ら
が
開
始
し
て
佐
藤
誠
実
ら

が
完
成
さ
せ
る
『
古
事
類
苑
』、
佐
藤
誠
実
の
『
日
本
教
育
史
』
と

い
う
四
つ
の
著
作
群
を
一
つ
の
系
統
に
位
置
づ
け
て
、
日
本
教
育
史

学
が
成
立
す
る
な
か
で
の
国
学
の
意
義
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

日
本
教
育
史
略
の
成
立

　

最
初
の
日
本
教
育
史
の
刊
行
物
が
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に

ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
た
め
に
、"A

n 
O

utline H
istory of Japanese Education"

と
題
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
出
版
社
か
ら
文
部
省
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ

る
（
（
（

。
本
書
は
翌
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
日
本
で
文
部
省
印
行

『
日
本
教
育
史
略
』
と
し
て
日
本
語
で
も
刊
行
さ
れ
た
（
（
（

。
英
語
版
の

み
に
一
八
七
六
年
八
月
の
序
文
、
日
本
語
版
の
み
に
翌
年
五
月
の

「
序
」
が
あ
る
。
英
語
版
序
文
で
は
、
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
り
フ
ル

ベ
ッ
キ
（Rev. G. F. V

erbeck, D
. D

.

）
が
翻
訳
の
校
閲
を
お
こ
な
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
教
育
概
言
」
は
文
部
省
雇
員
学
監
米

人
の
大
闢
莫
来
つ
ま
り
御
雇
外
国
人
ダ
ビ
ィ
ド
・
モ
ル
レ
ー
の
選
で

あ
り
、
日
本
語
版
で
は
小
林
儀
秀
が
訳
し
た
。「
教
育
史
略
」
は
大

槻
修
二
が
執
筆
し
て
那
珂
通
高
が
校
閲
し
、
乙
骨
太
郎
乙
が
英
訳
し

た
。「
文
芸
概
略
」
は
榊
原
芳
野
が
執
筆
し
、
鈴
木
忠
一
と
乙
骨
太

郎
乙
が
英
訳
し
た
。「
文
部
省
沿
革
略
記
」
は
妻
木
頼
矩
が
執
筆
し

た
。
英
語
版
と
日
本
語
版
は
、
序
文
以
外
は
章
節
の
切
り
方
が
異
な

る
が
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
、
英
語
版
のA

ppendix

の
う
ち
、
日
本

語
版
で
は
文
部
省
組
織
表
や
歴
代
天
皇
一
覧
、
年
号
一
覧
が
省
略
さ

れ
て
、
名
簿
や
妻
木
執
筆
分
の
み
が
日
本
語
版
で
は
附
録
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
英
語
版
と
日
本
語
版
の
対
照
表
を
次
に
掲
げ
る
。

"A
n O

utline H
istory of Japanese 

Education ; Prepared for the 
Philadelphia International 
Exhibition,1976"　

同
【
頁
数
】

『
日
本
教
育

史
略
』
一
八

七
七
（
明
治

一
〇
）
年
八

月
初
版
の

【
頁
数
】

著
者

翻
訳
者

PREFA
CE. (A

ugust,1876)

【pp.3-4

】

（
無
署
名
）

日
本
教
育
史

略
序
（
明
治

十
年
五
月
）

【
一
～
二
】

（
無
署
名
）

CO
N

T
EN

T
S.

【pp.5-8
】

日
本
教
育
史

略　

目
次

【
一
～
三
】

（
無
署
名
）

A
N

 O
U

T
LIN

E H
IST

O
RY

 O
F 

ED
U

CA
T

IO
N

 IN
 JA

PA
N

, 
IN

T
RO

D
U

CT
O

RY
 CH

A
PT

ER 

日
本
教
育
史

略　

概
言

【
一
～
五
十

文
部
省
雇
員
学

監
米
人　

大
闢

慕
来　

選 

小
林
儀
秀

訳
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【pp.9-35

】

三
】

prepared by 
D

avid 
M

urray,LL.D
., 

the Foreign 
Superintndent 
of Education 
in Japan

CH
A

PT
ER I. GEN

ERA
L 

SK
ET

CH
. 

【pp.36-47

】

CH
A

PT
ER II. ED

U
CA

T
IO

N
 IN

 
EA

RLY
 A

GES.

【pp.48-82

】

CH
A

PT
ER III. ED

U
CA

T
IO

N
 

U
N

D
ER T

H
E SH

O
GU

N
A

T
E.

【pp.83-112

】

CH
A

PT
ER IV

. ED
U

CA
T

IO
N

 
SIN

CE T
H

E REV
O

LU
T

IO
N

.

【pp.113-131

】

日
本
教
育
史

略　

教
育

志
略

【
五
十
五
～

二
百
四
十

二
】

大
槻
修
二　

編

那
珂
通
高  

訂

com
piled by 

Sakakibara 
Y

oshino, w
ith 

the aid of 
N

aka 
M

ichitaka

translated 
by 
O

kkotsu 
T

arotsu

CH
A

PT
ER V

. JA
PA

N
ESE 

LA
N

GU
A

GE A
N

D
 LEA

RN
IN

G. 

【pp.132-153

】

CH
A

PT
ER V

I. JA
PA

N
ESE A

RT
S 

A
N

D
 SCIEN

CES. 

【pp.154-175

】

日
本
教
育
史

略　

文
芸

概
略
【
二
百

四
十
三
～
二

百
九
十
九
】

榊
原
芳
野　

編
com

piled by 
Sakakibara 
Y

oshino

translated 
by Suzuki 
T

ada-ichi 
and 
O

kkotsu 
T

arotsu
A

PPEN
D

IX
.

【pp.177-202

】

I. CO
N

ST
IT

U
T

IO
N

 O
F T

H
E 

M
O

N
BU

SH
O

, O
R JA

PA
N

ESE 
D

EPA
RT

M
EN

T
 O

F 
ED

U
CA

T
IO

N

【pp.177-179

】

II. CH
RO

N
ICLE O

F EV
EN

T
S IN

 
T

H
E RECEN

T
 H

IST
O

RY
 O

F 

附
録　

文
部

省
沿
革
略

記
（
明
治
八

年
十
二
月
）

【
三
百
一
～

三
百
二
十

六
】

日
本
文
部
長
官

附
属
書
記　

妻

木
頼
矩　

誌

T
he Chonicle 

of Events 
com

posing 
A

ppendix II. 
w

as prepared 
by T

sum
agi 

T
H

E D
EPA

RT
M

EN
T

 O
F 

ED
U

CA
T

IO
N

. 

【pp.179-186

】

III. LIST
 O

F EM
PERO

RS. 

【pp.187-188

】

IV
. LIST

 O
F Y

EA
R-PERIO

D
S

【pp.188-190

】

V
.  CA

T
A

LO
GU

E O
F A

RT
ICLES 

EX
H

IBIT
ED

 BY
 T

H
E 

JA
PA

N
ESE D

EPA
RT

M
EN

T
 O

F 
ED

U
CA

T
IO

N
 A

T
 T

H
E 

IN
T

ERN
A

T
IO

N
A

L 
EX

EBIT
IO

N
,1876. 

【pp.191-202

】

Y
orinori, 

secretary to 
the M

inistory 
of Education

（
正
誤
表
二

頁
）

（
無
署
名
）

ST
A

N
D

A
RD

 T
EX

T
-BO

O
K

S O
F 

SCIEN
CE

(

書
肆
の
刊
行
目
録
二
頁)

D
. 

A
PPLET

O
N

 
&

 Co., N
EW

 
Y

O
RK

　

序
文
は
、
英
語
版
、
日
本
語
版
と
も
に
無
署
名
で
あ
る
。
英
語
版

の
序
文
（Preface

）
は
、
米
国
独
立
百
年
を
記
念
し
た
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
博
覧
会
に
出
品
し
た
経
緯
や
執
筆
者
な
ど
を
述
べ
、
ま
た
日

本
人
の
氏
名
の
順
序
や
母
音
の
発
音
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
日
本
語

版
の
「
日
本
教
育
史
略
序
」
は
、
博
覧
会
と
執
筆
者
に
触
れ
る
こ
と

は
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
は
「
欧
米
各
国
皆
教
育
ノ
史
有
リ
テ

我
カ
邦
ハ
未
コ
レ
有
ラ
ス
」、「
コ
レ
有
ル
コ
ト
此
ノ
編
ヨ
リ
肇
マ

ル
」
と
し
て
、
本
書
の
性
格
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
語
版

の
冒
頭
の
み
に
あ
る
文
章
で
あ
り
、
欧
米
各
国
に
お
け
る
教
育
史
の
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存
在
を
意
識
し
て
お
り
、
本
書
を
も
っ
て
日
本
教
育
史
の
嚆
矢
と
し

て
い
る
。「
略
序
」
は
、「
苟
教
育
ノ
概
ヲ
知
ラ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
ン
カ

此
編
ヲ
舎
テ
ゝ
将
何
ノ
拠
ル
所
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
自
信
を
持
っ
て
結
ん

で
い
る
。
つ
ま
り
、
英
語
版
は
博
覧
会
に
連
動
し
て
日
本
の
教
育
を

海
外
へ
紹
介
す
る
こ
と
に
力
点
が
あ
る
が
、
日
本
語
版
は
海
外
で
の

公
開
と
い
う
裏
付
け
を
経
た
初
め
て
の
日
本
教
育
史
の
刊
行
と
い
う

意
義
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

学
監
ダ
ビ
ッ
ド
・
モ
ル
レ
ー
（D

avid M
urray

一
八
三
〇
―
一
九
〇

五
、
人
名
表
記
は
マ
レ
ー
な
ど
各
種
が
あ
る
）
の
「
概
言
」
は
、
日
本
の

教
育
の
略
史
か
ら
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
現
在
の
統
計
ま
で
を
概

説
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
概
略
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、『
文

部
省
年
報
』
等
に
も
掲
載
さ
れ
る
学
校
、
教
員
生
徒
な
ど
の
全
国
統

計
の
概
略
を
示
し
た
点
で
日
本
の
教
育
を
客
観
的
に
示
そ
う
と
す
る

姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
モ
ル
レ
ー
に
関
す
る
研
究
で
は
、
す
で
に
稲

垣
友
美
が
こ
の
経
緯
を
解
説
し
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
古
賀
徹
が
近
年
の
研

究
と
資
料
を
整
理
し
て
お
り
、
米
国
議
会
図
書
館
所
蔵
の
モ
ル
レ
ー

文
書
中
に
本
書
の
原
稿
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（
（
（

。

モ
ル
レ
ー
の
研
究
の
な
か
で
こ
の
「
概
言
」
の
内
容
自
体
が
独
自
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
六
月
に
招

か
れ
て
来
日
し
て
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
一
月
に
離
日
す
る
あ

い
だ
に
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
一
二
月
ま
で

の
間
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
の
た
め
に
帰
国
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
た
め
に
割
か
れ
た
労
力
は
少
な
く
は
な
い
。

　

日
本
教
育
史
略
の
本
体
と
言
え
る
「
教
育
志
略
」
は
、
大
槻
修
二

が
編
ん
で
、
那
珂
通
高
が
補
訂
し
て
い
る
。
大
槻
修
二
（
如
電
、
一

八
四
五
―
一
九
三
一
）
は
、
大
槻
玄
沢
の
孫
、
大
槻
磐
渓
の
長
男
と
し

て
、
次
男
・
大
槻
文
彦
と
と
も
に
洋
学
・
漢
学
の
家
に
生
ま
れ
、
維

新
後
は
文
部
省
に
出
仕
し
て
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
辞
し
て

い
る
。
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
は
三
二
歳
で
『
日
本
洋
学
年

表
』
を
発
表
す
る
が
、
こ
の
「
教
育
志
略
」
で
は
彼
の
該
博
な
知
識

が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
那
珂
通
高
は
漢
学
者
で
あ
り
、
一
八
七
二

（
明
治
五
）
年
『
史
略
』
の
第
二
巻
「
支
那
」
の
編
者
で
あ
る
。

　

こ
の
「
教
育
志
略
」
の
内
容
は
、「
文
字
書
籍
ノ
起
源
」「
諸
学
術

ノ
伝
来　

附
博
士
ノ
事
」
と
記
紀
か
ら
古
代
の
文
化
伝
来
を
紹
介
し

て
、
古
代
の
大
学
寮
、
典
薬
寮
、
陰
陽
寮
を
は
じ
め
学
校
の
沿
革
が

中
心
に
描
か
れ
る
。
古
代
の
別
曹
や
石
上
宅
嗣
の
芸
亭
、
さ
ら
に
中

世
の
金
沢
文
庫
や
足
利
学
校
、
近
世
の
林
羅
山
の
弘
文
院
（
昌
平
坂

学
問
所
）、
医
学
館
、
和
学
所
、
洋
学
の
沿
革
、
藩
校
な
ど
を
述
べ
て
、

維
新
後
の
学
制
期
の
記
述
に
い
た
り
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の

『
文
部
省
年
報
』
の
刊
行
と
女
子
師
範
学
校
の
設
置
ま
で
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
前
近
代
の
学
校
の
沿
革
を
伝
え
る
た
め
に
十
分

な
事
実
の
提
示
で
あ
り
、
記
述
内
容
は
簡
潔
な
が
ら
も
詳
細
で
あ
る
。

た
だ
し
、
学
校
沿
革
を
主
軸
と
し
て
、
事
実
の
列
記
以
上
に
は
歴
史

像
を
示
し
た
説
明
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
。
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「
文
芸
概
略
」
を
執
筆
し
た
榊
原
芳
野
（
一
八
三
二
―
一
八
八
二
）
は
、

伊
能
穎
則
に
学
ん
だ
江
戸
の
国
学
者
で
あ
り
、
大
学
校
少
助
教
・
大

学
中
助
教
を
経
て
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
文
部
省
に
出
仕
し
、

『
小
学
読
本
』
な
ど
の
編
纂
に
従
事
し
、
そ
の
該
博
な
著
述
と
と
も

に
蔵
書
が
現
在
も
国
会
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
（
（（
（

。
高
木
ま
さ
き
は
榊
原
芳
野
の
事
績
と
資
料
を
整
理
し
て
お

り
、「
文
芸
概
略
」
の
存
在
や
、
後
述
す
る
『
文
芸
類
纂
』
が
こ
れ

を
「
増
補
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　
「
文
芸
概
略
」
の
内
容
は
、
日
本
語
版
の
見
出
し
に
従
え
ば
、「
○

文
字
総
論
」「
五
十
音
図
」「
仮
字
音
論
」「
神
代
字
」「
和
字
」「
習

字
沿
革
」「
点
図
」、「
○
文
章
」「
日
記
紀
行
」「
物
語
文
」「
和
歌
の

序
」「
歌
」「
漢
文
」、「
○
文
学
総
論
」「
儒
学
」「
学
校
」「
私
学
」

「
科
試
及
第
」「
書
学
」「
画
学
」「
医
学
」「
薬
物
学
」「
外
科
」「
鍼

医
」「
暦
学
」「
漏
刻
学
」、「
附
文
具
」「
紙
」「
筆
」「
硯
」「
墨
」

「
刻
本
」
で
あ
る
。「
学
校
」「
私
学
」「
科
試
及
第
」
の
内
容
は
簡
単

で
は
あ
る
が
、「
教
育
史
略
」
と
重
複
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
籍

と
し
て
の
不
統
一
は
、
逆
に
榊
原
芳
野
が
、「
文
芸
」
と
い
う
概
念

で
学
校
を
含
め
た
文
化
の
総
体
を
示
そ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
和
紙
の
原
料
と
し
て
「
か
う
そ
」「
が
ん
ぴ
」「
み
つ
ま

た
」「
と
ろ
ゝ
」
を
図
で
示
し
て
、
リ
ン
ネ
以
来
の
ラ
テ
ン
語
に
よ

る
学
名
表
示
や
分
類
表
示
を
行
う
こ
と
が
英
語
版
で
も
日
本
語
版
で

も
行
わ
れ
て
お
り
、
近
代
的
な
博
物
学
へ
の
志
向
が
み
ら
れ
る
。
記

述
内
容
は
事
実
の
列
記
で
あ
り
、
と
く
に
最
後
の
「
刻
本
」
は
百
万

塔
陀
羅
尼
か
ら
元
禄
八
年
の
「
五
彩
を
以
て
刷
印
」
ま
で
が
数
行
で

示
さ
れ
る
な
ど
未
完
成
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

英
語
版
の
附
録
中
第
二
編
に
相
当
す
る
部
分
が
、
日
本
語
版
の

「
附
録　

文
部
省
沿
革
略
記
」
で
あ
る
。「
日
本
文
部
長
官
附
属
書

記
」
と
い
う
肩
書
き
で
妻
木
頼
矩
が
執
筆
し
た
「
緒
言
」
は
「
明
治

八
年
十
二
月
」
付
け
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
た
め

に
辻
新
次
（
五
等
出
仕
）
の
協
力
で
ま
と
め
た
と
い
う
経
緯
を
記
し

て
い
る
。
英
語
版
の
本
文
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
一
一
月
の
文

部
省
職
制
と
事
務
章
程
の
制
定
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
日
本
語
版
は

そ
の
後
も
記
述
が
あ
り
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
「
五
月
文
部

省
ニ
於
イ
テ
日
本
教
育
史
略
ヲ
編
成
発
行
ス
」
と
本
書
自
体
を
言
及

し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
本
書
の
日
本
語
版
は
奥
付
が
な
い
が
扉
に

「
明
治
十
年
八
月
」
と
あ
り
、「
五
月
」
は
日
本
語
版
冒
頭
の
「
序
」

の
執
筆
月
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本
語
版
を
刊
行
す
る
こ
と
が

確
定
し
た
段
階
で
、
本
文
の
み
を
英
語
版
の
原
稿
に
追
記
し
た
こ
と

が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
本
書
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

今
日
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
万
国
博
覧
会
が
日
本
に
あ
た
え
た

影
響
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
、『
日
本
教
育
史
略
』
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
吉
田
邦
光
ら
の
共
同
研

究
は
十
九
世
紀
後
半
を
「
博
覧
会
時
代
」
と
位
置
づ
け
て
、
開
国
と
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と
も
に
日
本
が
参
加
す
る
様
子
に
注
目
し
て
い
る
（
（（
（

。
一
八
七
六
（
明

治
九
）
年
五
月
一
〇
日
か
ら
一
一
月
一
〇
日
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
独

立
百
年
を
記
念
し
て
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開

催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
七

月
に
日
本
政
府
に
参
加
要
請
が
お
こ
な
わ
れ
て
大
久
保
利
通
を
総
裁
、

西
郷
従
道
を
副
総
裁
と
す
る
博
覧
会
事
務
局
が
つ
く
ら
れ
た
。
國
雄

行
に
よ
る
と
、
こ
の
博
覧
会
は
「
大
量
生
産
さ
れ
た
機
械
や
大
型
機

械
の
展
示
」
が
ア
メ
リ
カ
の
工
業
化
を
印
象
づ
け
、
日
本
は
七
区
分

一
九
六
六
点
の
出
品
を
行
い
、
翌
年
の
第
一
回
内
国
博
覧
会
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
（
（（
（

。
ま
た
、
伊
藤
真
実
子
は
、「
万
国
博
覧
会
と
い
う

日
本
を
説
明
す
る
場
で
歴
史
に
よ
り
日
本
を
説
明
す
る
必
要
性
」
が

日
本
の
歴
史
編
纂
と
関
係
す
る
と
い
う
重
要
な
視
点
を
提
示
し
て
お

り
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
五
月
か
ら
一
一
月
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国

博
覧
会
で
の
維
納
博
覧
会
事
務
局
編
『
日
本
志
略
』
の
編
纂
と
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
で
の
『
日
本
史
略
』『
日
本
帝
国

誌
略
』
の
編
纂
を
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
伊
藤
は
、『
日
本
教
育
史
略
』
を

位
置
づ
け
て
い
な
い
が
、
博
覧
会
で
の
英
語
版
の
紹
介
本
か
ら
日
本

語
版
が
作
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
は
、『
日
本
教
育
史
略
』
と
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
日
本
の
出

品
状
況
や
経
緯
に
つ
い
て
村
形
明
子
、
畑
智
子
、
坂
本
久
子
が
貴
重

な
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
と
教
育
の
関
係
で
は
、
当
時
の

国
際
的
な
関
心
が
教
育
に
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
石
附
実

の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。
文
部
省
は
、
モ
ル
レ
ー
派
遣
の
ほ
か
、
博

覧
会
事
務
局
と
は
別
個
に
派
遣
団
を
組
ん
で
、
大
輔
の
田
中
不
二
麿

以
下
五
名
が
渡
米
し
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
一
月
に
は
『
米

国
百
年
期
博
覧
会
教
育
報
告
』
を
発
表
し
、
教
育
博
物
館
構
想
な
ど

に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
、
英
語
版
及
び
日

本
語
版
の
『
日
本
教
育
史
略
』
も
概
説
し
て
い
る
（
（（
（

。
な
お
樋
口
い
ず

み
は
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
の
パ
リ
万
博
に
も
英
語
版"A

n 
O

utline H
istory of Japanese Education"

が
出
品
さ
れ
て
准
金

賞
を
得
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

ま
た
こ
の
時
期
は
、
小
学
校
で
翻
訳
教
科
書
と
近
世
以
前
の
教
科

書
が
使
用
さ
れ
る
な
か
、
新
た
に
教
科
書
の
編
纂
が
進
行
す
る
（
（（
（

。
一

八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
に
基
づ
く
同
年
の
小
学
教
則
で
は
、

歴
史
教
育
の
分
野
で
は
、
一
六
六
三
（
寛
文
三
）
年
の
林
春
斎
『
王

代
一
覧
』、
一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
の
岩
垣
松
苗
『
国
史
略
』
と

い
っ
た
近
世
刊
行
の
書
籍
や
、
西
村
茂
樹
翻
訳
の
『
万
国
史
略
』、

寺
内
章
明
翻
訳
の
『
五
洲
紀
事
』
と
い
っ
た
翻
訳
書
が
教
科
書
と
し

て
例
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
文
部
省
は
独
自
に
新
し
い
教
科
書

を
編
纂
に
着
手
し
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
「
皇
国
」「
支
那
」

「
西
洋
」
で
構
成
す
る
木
村
正
辞
・
那
珂
通
高
・
内
田
正
雄
の
『
史

略
』
四
巻
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
大
槻
文
彦
の
『
万
国
史
略
』

二
巻
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
木
村
正
辞
の
『
日
本
史
略
』
二
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巻
が
出
さ
れ
た
。
木
村
正
辞
は
榊
原
芳
野
と
同
じ
く
伊
能
穎
則
に
つ

な
が
る
江
戸
の
国
学
者
で
あ
り
、
大
槻
文
彦
は
大
槻
修
二
の
弟
で
あ

る
よ
う
に
、
文
部
省
に
国
学
・
漢
学
系
の
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
執

筆
で
き
る
『
日
本
教
育
史
略
』
と
重
な
る
人
脈
が
形
成
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、
英
語
版"A

n O
utline H

istory of 
Japanese Education"

と
、
日
本
語
版
『
日
本
教
育
史
略
』
の
意

義
は
、
文
部
省
が
万
国
博
覧
会
で
日
本
の
教
育
の
歴
史
と
現
状
を
対

外
的
に
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ

と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年

の
日
本
語
版
を
そ
の
ま
ま
後
の
翻
刻
版
の
「
師
範
学
校
教
科
書
」
と

い
う
目
的
か
ら
位
置
づ
け
る
の
は
時
期
的
に
早
ま
っ
て
い
る
が
、
日

本
語
版
「
序
」
が
「
欧
米
各
国
皆
教
育
ノ
史
有
リ
テ
我
カ
邦
ハ
未
コ

レ
有
ラ
ス
」、「
コ
レ
有
ル
コ
ト
此
ノ
編
ヨ
リ
肇
マ
ル
」
と
述
べ
た
日

本
教
育
史
の
最
初
の
著
作
と
い
う
性
格
は
、
国
際
的
環
境
の
な
か
に

で
国
学
な
ど
の
蓄
積
を
も
っ
て
日
本
教
育
史
の
存
在
意
義
を
内
外
に

誇
示
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
大
槻
修
二
と
那
珂
通
高
の
「
日

本
教
育
史
略
」
と
妻
木
頼
矩
の
「
文
部
省
沿
革
略
記
」
を
合
わ
せ
て

み
れ
ば
、
古
代
か
ら
同
時
代
に
至
る
学
校
を
中
心
と
し
た
教
育
史
記

述
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
欧
米
各
国
と
と
も
に
学
校
教
育
制
度
の

確
立
を
目
指
す
国
際
環
境
の
な
か
で
遅
参
し
つ
つ
も
古
代
か
ら
の
学

校
教
育
の
伝
統
を
誇
る
内
容
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
学
校
教
育
中
心
の
記
述
に
対
し
て
、
学
校
沿
革
を
含
ん
だ
広

い
文
化
的
変
遷
を
位
置
づ
け
た
榊
原
芳
野
の
「
文
芸
概
略
」
が
本
書

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

『
日
本
教
育
史
略
』
に
お
い
て
国
学
は
、
学
校
中
心
の
教
育
史
記
述

を
文
化
史
へ
と
拡
張
し
う
る
内
実
を
既
に
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
日
本
教
育
史
略
』
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に

至
っ
て
再
版
さ
れ
る
。
五
月
や
八
月
の
版
は
、
忠
実
な
翻
刻
で
あ
る

が
（
（（
（

、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
九
月
の
版
で
は
、
扉
に
「
府
県
師

範
学
校
教
科
書
」
の
文
字
が
登
場
す
る
（
（（
（

。

　

こ
う
し
た
再
版
が
必
要
と
な
っ
た
の
は
、
師
範
学
校
に
お
け
る
日

本
教
育
史
教
育
の
要
請
で
あ
っ
た
。
師
範
学
校
の
教
育
学
の
教
授
内

容
に
つ
い
て
の
主
要
な
法
令
上
の
規
定
を
追
う
と
（
（（
（

、
一
八
八
一
（
明

治
一
四
）
年
八
月
文
部
省
達
第
二
九
号
の
師
範
学
校
教
則
大
綱
の
教

科
と
し
て
は
、「
教
育
学
学
校
管
理
法
」
と
あ
っ
て
教
育
史
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
森
有
礼
文
部
大
臣
の
指
導
下
で
師
範
学
校
改
革
が
進

み
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
四
月
一
〇
日
勅
令
第
一
三
号
の
師

範
学
校
令
が
出
さ
れ
る
と
、
同
年
五
月
二
六
日
文
部
省
令
第
九
号
の

「
尋
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
で
は
第
二
条
に
「
教
育　

総

論
智
育
徳
育
体
育
ノ
理
学
校
ノ
設
置
編
成
管
理
ノ
方
法
本
邦
教
育
史

外
国
教
育
史
ノ
概
略
教
授
ノ
原
理
各
学
科
ノ
教
授
法
及
実
地
授
業
」

と
し
て
、「
本
邦
教
育
史
」
と
「
外
国
教
育
史
」
が
明
示
さ
れ
る
に
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至
る
。
な
お
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
四
月
一
七
日
文
部
省
令

第
一
二
号
の
師
範
学
校
規
程
で
は
、「
近
世
教
育
史
ノ
大
要
」
に
入

れ
替
わ
っ
て
、
必
ず
し
も
古
代
か
ら
の
内
容
を
重
視
し
な
い
「
近

世
」
へ
と
比
重
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

二　

増
補
と
し
て
の
『
文
芸
類
纂
』

　

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
月
に
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
榊

原
芳
野
の
『
文
芸
類
纂
』
全
八
巻
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
位
置
づ
け

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
長
澤
規
矩
也
は
、
本
書
の
復
刻
に
あ
た
っ
て

本
書
の
包
括
性
、「
利
用
価
値
」
を
高
く
評
価
し
た
が
、
本
書
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
明
示
し
な
か
っ
た
（
（（
（

。
こ
こ
で
は
、
本
書
の
内
容

と
性
格
は
、『
日
本
教
育
史
略
』
と
『
古
事
類
苑
』
を
連
結
す
る
位

置
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
『
文
芸
類
纂
』
の
序
文
は
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
一
二
月
付
け

で
「
文
部
大
書
記
官
西
村
茂
樹
撰
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
格
調
あ
る
漢
文
で
、「
而
競
争
之
心
方
盛
。
得
見
本
邦
之
文
芸

之
超
然
於
前
代
。
必
在
今
日
之
後
矣
」（
こ
う
し
て
海
外
と
の
競
争
の

精
神
が
盛
ん
と
な
り
、
日
本
の
文
芸
は
前
時
代
よ
り
も
優
越
し
て
い
く
こ
と

が
必
ず
や
今
後
に
見
ら
れ
る
の
だ
）、「
幸
得
可
比
較
之
文
芸
於
欧
米
。

為
発
競
争
自
奮
之
志
」（
幸
い
に
も
欧
米
の
文
芸
と
比
較
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
競
争
し
て
自
ら
奮
い
立
っ
て
志
を
起
こ
す
）
と
い
う
国
際
的

な
競
争
環
境
に
お
け
る
発
展
的
歴
史
観
が
示
さ
れ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
産
物
た
る
『
日
本
教
育
史
略
』
の
「
序
」
と

も
通
底
す
る
。

　

つ
づ
く
「
例
言
」
は
、
記
述
ス
タ
イ
ル
の
説
明
で
あ
る
が
、「
一

音
楽
歌
舞
ハ
技
芸
類
纂
中
に
載
せ
ん
と
す
故
に
律
法
楽
章
皆
之
を
省

く
」
と
あ
る
。『
技
芸
類
纂
』
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
音
楽

歌
舞
」
と
い
え
ば
、
小
中
村
清
矩
の
『
歌
舞
音
楽
略
史
』
を
想
起
さ

せ
る
。
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
一
一
月
付
の
清
矩
自
身
の
跋
文

で
は
、「
此
書
は
い
に
し
明
治
十
三
年
の
七
月
、
官
よ
り
休
暇
を
賜

へ
る
日
よ
り
筆
を
起
し
て
、
六
十
日
ば
か
り
を
経
て
稿
本
の
な
り
ぬ

る
」
と
い
う
経
緯
を
記
す
の
で
（
（（
（

、『
歌
舞
音
楽
略
史
』
は
一
八
七
九

（
明
治
一
二
）
年
に
内
務
省
か
ら
文
部
省
に
転
じ
て
『
古
事
類
苑
』
編

纂
に
参
加
し
て
か
ら
の
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、『
文

芸
類
纂
』
の
段
階
で
音
楽
歌
舞
を
含
む
『
技
芸
類
纂
』
構
想
が
あ
っ

た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　

次
に
『
日
本
教
育
史
略
』
の
「
文
芸
概
略
」
と
、『
文
芸
類
纂
』

を
対
照
し
、
相
当
す
る
項
目
に
は
傍
線
を
示
し
た
。
配
列
の
順
序
ま

で
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
高
木
ま
さ
き
が
『
文
芸
類
纂
』
を
「
文
芸

概
略
」
の
「
増
補
」
と
指
摘
し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。

「
文
芸
概
略
」『
日
本
教
育
史
略
』   

『
文
芸
類
纂
』

○
文
字
総
論　

仮
字
片
カ
ナ
起
源

　

五
十
音
図

　

仮
字
音
論

　

神
代
字

巻
一　

字
志
上

　

字
志
総
論
、平
仮
字
及
伊
呂
波
論
、 

片
仮
字
及
五

十
音
論
、
五
十
音
図
諸
体
、
五
十
音
韵
所
生
原
始
、

日
文
及
諸
神
字
論
并
肥
人
薩
人
書
及
諸
可
疑
古
字
、
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和
字

　

習
字
沿
革

　

点
図

習
字
沿
革
、
仮
字
音
総
論
、
和
字
総
論
、
点
図
并
倒

読
論
、
附
点
笏
角
筆
字
指
等
図

巻
二　

字
志
下

　

仮
字
字
源　

附
古
人
所
書
之
書
体
并
二
合
字
、片

仮
字
字
源　

附
古
人
所
用
之
別
体
并
二
合
字

○
文
章

　

日
記
紀
行

　

物
語
文

　

和
歌
の
序

　

�

歌
（
中
古
、
中
世
、
近
古
、
今

世
）

　

漢
文

巻
三　

文
志
上

　

文
章
沿
革
論
、
文
章
分
体
原
始
図
、
文
章
諸
体

（
古
文
、
祝
詞
祭
文
、
宣
命
、
消
息
、
後
世
女
子
消

息
文
、
仮
字
消
息
余
論
、
日
記
紀
行
文
、
漫
筆
文
、

物
語
文
、
和
歌
序
同
小
序
）、歌
志（
長
歌
、旋
頭
歌
）

巻
四　

文
志
下

　

漢
文
伝
来
、
漢
文
に
属
す
る
諸
体
（
古
漢
文
、
中

古
記
事
文
、
詔
勅
、
排
麗
文
附
文
法
図
、
官
府
下
行

文
并
上
請
文
、
往
来
書
簡
文
、
日
記
記
録
文
、
詩

志
）

○
文
学
総
論

　

儒
学

　

学
校

　

私
学

　

科
試
及
第

　

書
学

　

画
学

　

医
学

　

薬
物
学

　

外
科

　

鍼
医

　

暦
学

　

漏
刻
学

巻
五　

学
志
上

　

文
学
総
論
（
歴
史
講
義
、
典
故
学
、
復
古
学
）、

儒
学
総
論
（
明
経
道
、
紀
伝
道
、
明
法
道
、
算
道
、

字
音
学
并
和
音
沿
革
）、
科
試
及
第
（
試
法
、
叙
法
、

所
修
六
科
、
秀
才
、
明
経
、
進
士
、
明
法
、
書
、

算
）。
大
学
沿
革
（
寮
中
職
掌
、
生
徒
修
業
、
国
学
、

私
学
）、
書
学
（
古
人
書
跡
諸
体
）、
画
学
（
古
書
画

図
諸
体
）

巻
六　

学
志
下

　

医
学
（
医
官
附
施
薬
院
乳
院
、医
学
則
及
科
試
及

第
、
外
科
、
鍼
術
、
女
医
、
耳
目
口
歯
科
、
按
摩
）、

薬
物
学
、
暦
学
（
暦
官
、
暦
奏
、
諸
暦
沿
革
并
図
）、

漏
刻
学
（
漏
刻
諸
図
、
漏
刻
分
度
、
時
辰
儀
）、
天

文
学

附
文
具

　

紙

　

筆

巻
七　

文
具
志
上

　

紙
（
紙
論
、
造
法
概
論
、
造
紙
植
物
図
説
、
古
紙

考
証
、
諸
国
産
紙
）、
筆
（
筆
論
、
製
造
法
、
諸
家

　

硯

　

墨
（
油
煙
採
法
、
松
煙
採
法
）

　

刻
本

用
筆
図
）

巻
八　

文
具
志
下

　

硯
（
硯
論
、
製
造
法
、
諸
研
各
様
図
、
諸
研
材
産

地
）、
墨
（
墨
論
、
製
造
法
、
採
烟
法
）、
刻
本
（
刻

法
并
図
解
、
刷
法
并
図
解
）、
書
巻
沿
革
（
諸
縫
綴

法
）

　
『
文
芸
類
纂
』
で
は
、『
日
本
教
育
史
略
』
の
「
文
芸
概
略
」
の

「
刻
本
」
な
ど
の
未
完
成
な
部
分
も
完
成
さ
れ
た
記
述
と
な
っ
た
。

必
要
な
図
版
を
加
え
た
文
字
通
り
日
本
文
化
の
百
科
事
典
と
し
て
の

性
格
を
有
し
て
お
り
、
長
澤
規
矩
也
が
「
文
学
歴
史
美
術
の
学
の
専

攻
者
な
ら
び
に
図
書
館
員
の
常
識
と
し
て
」
と
本
書
の
価
値
を
強
調

し
た
こ
と
は
適
確
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
長
澤
は
こ
れ
ら
諸
学
問
に
教
育
学
や

教
育
史
学
を
挙
げ
な
い
し
、
ま
た
日
本
教
育
史
学
の
歴
史
に
も
本
書

は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、『
日
本
教
育
史
略
』
の
「
文

芸
概
略
」
の
「
文
学
総
論
」
同
様
に
、『
文
芸
類
纂
』
の
「
学
志
」

に
は
学
校
制
度
を
中
心
に
し
た
教
育
史
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

本
書
も
『
日
本
教
育
史
略
』
を
継
承
し
た
日
本
教
育
史
の
著
作
と
し

て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。

三　
『
古
事
類
苑
』
と
『
日
本
教
育
史
』

　
『
古
事
類
苑
』
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
国
文
学

研
究
資
料
館
や
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
公
開
の
活
動
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
文
芸
類
纂
』
と



日本教育史学の成立と国学（高橋）113

『
日
本
教
育
史
』
に
つ
な
げ
る
位
置
に
『
古
事
類
苑
』
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
『
古
事
類
苑
』
の
発
端
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
三
月
八
日

付
で
文
部
省
大
書
記
官
西
村
茂
樹
が
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
に
提
出

し
た
建
議
書
「
古
事
類
苑
編
纂
ノ
儀
伺
」
と
す
る
こ
と
は
、『
古
事

類
苑
』
の
「
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
」
に
掲
げ
ら
れ
て
か
ら
通
説
で
あ

る
。『
太
平
御
覧
』
な
ど
の
類
書
や
西
洋
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ

ア
の
存
在
を
踏
ま
え
て
江
戸
末
ま
で
の
原
典
か
ら
三
〇
〇
冊
の
類
書

を
作
ろ
う
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
、
内
務
省
や

修
史
館
で
考
証
に
あ
た
っ
て
い
た
国
学
者
・
小
中
村
清
矩
と
文
部
省

に
い
た
那
珂
通
高
と
榊
原
芳
野
の
三
名
が
編
纂
掛
に
任
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
完
成
を
見
な
い
ま
ま
中
断
し
て
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）

年
に
は
森
有
礼
文
部
大
臣
の
下
で
東
京
学
士
会
院
に
事
業
が
移
管
さ

れ
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
は
さ
ら
に
皇
典
講
究
所
へ
、
そ

し
て
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
は
神
宮
司
庁
へ
と
移
管
さ
れ
、

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
〇
月
に
編
集
を
終
え
て
、
最
終
的
に

は
出
版
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
月
ま
で
か
か
る
と
い
う
歳

月
が
な
が
れ
た
。

　

熊
田
淳
美
が
、
古
事
類
苑
の
発
端
と
し
て
西
村
茂
樹
を
中
心
と
し

た
教
科
書
や
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
『
百
科
全
書
』
な
ど
の
編
纂
出
版
事
業

の
蓄
積
か
ら
「
日
本
独
自
の
百
科
全
書
を
編
集
し
よ
う
と
い
う
構
想

が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
（
（（
（

」
と
い
う
推
定
し
た
こ
と
は
、
妥
当
な

も
の
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
よ
り
直
接
的
に
西
村
の
関
与
し
た
直

前
の
実
践
と
し
て
は
、
建
言
の
一
年
前
に
西
村
自
身
が
序
文
を
寄
せ

た
『
文
芸
類
纂
』
が
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
先
の
「
古
事
類
苑

編
纂
ノ
儀
伺
」
は
「
編
集
者
三
人
ノ
内
、
二
人
は
ハ
報
告
課
ニ
其
人

ア
レ
バ
新
ニ
一
人
ノ
雇
入
レ
ヲ
乞
フ
」
と
具
体
的
に
提
案
し
て
お
り
、

こ
の
報
告
課
の
二
人
が
那
珂
通
高
と
榊
原
芳
野
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
か
く
し
て
『
日
本
教
育
史
略
』
の
執
筆
陣
の
榊
原
芳
野
と

那
珂
通
高
が
担
当
し
、
加
え
て
伊
能
穎
則
に
つ
な
が
る
小
中
村
清
矩

が
主
任
と
し
て
新
た
に
呼
ば
れ
た
。
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
五

月
に
那
珂
通
高
が
病
没
し
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
十
二
月
に

榊
原
芳
野
が
病
気
で
依
願
免
官
と
な
る
な
か
で
、
一
八
八
〇
（
明
治

一
三
）
年
一
二
月
に
佐
藤
誠
実
が
加
わ
り
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
三
月
に
皇
典
講
究
所
に
委
託
さ
れ
た
時
期
を
除
い
て
編
纂
に
係
わ

る
こ
と
に
な
る
。

　

黒
川
春
村
門
の
国
学
者
・
佐
藤
誠
実
は
、
文
部
省
総
務
局
図
書
課

の
課
員
の
立
場
で
、
師
範
学
校
教
科
書
と
し
て
一
八
九
〇
（
明
治
二

三
）
年
一
一
月
上
巻
刊
行
、
翌
年
三
月
下
巻
刊
行
の
『
日
本
教
育
史
』

上
下
二
冊
を
執
筆
し
た
（
（（
（

。『
古
事
類
苑
』
の
「
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
」

に
よ
る
と
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
二
月
段
階
で
『
古
事
類

苑
』
の
「
文
学
部
」
の
原
稿
は
整
理
が
終
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
東
京

学
士
院
移
管
後
も
「
二
十
三
年
三
月
ニ
至
ル
マ
デ
、
文
部
省
内
ニ
於

イ
テ
本
書
ノ
編
纂
ヲ
継
続
シ
タ
リ
」
と
し
て
文
学
部
の
進
捗
が
記
さ
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れ
て
い
る
の
で
、
佐
藤
誠
実
に
と
っ
て
は
『
日
本
教
育
史
』
と
『
古

事
類
苑
』
は
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
重
要
な
こ
と
は
本
書
が
「
師
範
学
校
教
科
書
」
と
扉
に
明

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
師
範
学
校

で
は
「
本
邦
教
育
史
」
が
必
須
の
教
授
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

テ
キ
ス
ト
を
『
日
本
教
育
史
略
』
が
担
っ
て
い
た
が
、
こ
の
書
は
本

来
、
師
範
学
校
教
科
書
を
目
的
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
し
、

維
新
後
の
記
述
は
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
で
終
わ
っ
て
お
り
、

新
た
な
教
科
書
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
う
み
る
と
、『
日
本
教
育
史
』
の
佐
藤
誠
実
の
「
概
言
」
は
四

箇
条
に
き
わ
め
て
重
要
な
内
容
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
一
に
「
一
此
書
ハ
、
師
範
学
校
等
ニ
於
テ
、
本
邦
教
育
史
ヲ
授

ク
ル
ノ
用
ニ
資
セ
ン
ガ
為
ニ
、
編
纂
シ
タ
ル
者
ナ
リ
。」
と
は
、「
尋

常
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
第
二
条
の
「
本
邦
教
育
史
」
の
教

科
書
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

　

第
二
に
「
一
此
書
ハ
、
文
学
ヲ
初
メ
、
神
道
、
宗
教
、
武
芸
、
音

楽
、
天
文
、
算
術
、
茶
湯
、
挿
花
、
及
農
工
商
ノ
業
ニ
至
ル
マ
デ
、

本
邦
ノ
教
育
ニ
関
ス
ル
古
今
ノ
概
況
ヲ
挙
ゲ
タ
リ
。」
と
は
、
文
字

ど
お
り
に
文
化
全
般
に
わ
た
る
教
育
内
容
を
含
む
こ
と
を
述
べ
た
箇

所
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
日
本
教
育
史
略
』
や
『
文
芸
類
纂
』
の
範

囲
を
カ
バ
ー
し
つ
つ
、
さ
ら
に
未
発
の
『
技
芸
類
纂
』
の
範
囲
と
思

え
る
武
芸
、
音
楽
、
茶
湯
、
挿
花
、
農
工
商
業
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
範
囲
は
、
神
道
、
宗
教
を
も
含
め
て
、『
古
事
類
苑
』

の
範
囲
で
あ
る
。

　

第
三
に
「
一
此
書
ハ
、
汎
ク
諸
書
ニ
渉
リ
、
教
育
史
ニ
要
ス
ル
事

蹟
ヲ
、
偏
ク
蒐
集
ス
ト
雖
モ
、
之
ヲ
概
括
整
定
ス
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、

猶
未
ダ
尽
サ
ザ
ル
所
ア
リ
。
故
ニ
此
書
ヲ
用
フ
ル
者
ハ
、
宜
シ
ク
此

点
ニ
注
意
ス
ベ
シ
。」
と
は
、
師
範
学
校
教
科
書
に
求
め
ら
れ
る
内

容
と
し
て
は
余
り
に
浩
瀚
な
本
書
だ
が
、
こ
の
謙
遜
は
『
古
事
類

苑
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
書
け
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
に
「
一
引
用
書
ヲ
上
層
ニ
掲
ゲ
タ
ル
ハ
、
読
者
ノ
為
ニ
、
捜

索
ノ
便
ヲ
図
レ
ル
ナ
リ
。」
と
い
う
出
典
の
注
記
は
、『
日
本
教
育

史
』
は
教
科
書
で
あ
り
類
書
で
は
な
い
の
だ
が
、『
古
事
類
苑
』
の

発
想
と
通
底
す
る
方
法
を
示
し
て
い
る
。

　

上
巻
本
文
三
二
三
頁
、
下
巻
本
文
三
六
三
頁
に
及
ぶ
本
書
の
概
要

を
示
す
た
め
に
、
目
次
中
の
主
要
項
目
を
第
一
篇
総
説
を
除
い
て
示

す
。
排
列
順
に
示
す
の
で
、
上
下
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

第
二
篇

神
代
ニ
起

リ
応
神
天

皇
十
五
年

（
紀
元
九

百
四
十
五

年
）
ニ
訖

ル

第
三
篇

応
神
天
皇

十
六
年（
紀

元
九
百
四

十
五
年
）ニ

起
リ
持
統

天
皇
七
年

（
紀
元
千
三

百
五
十
六

第
四
篇

天
武
天
皇
元

年
（
紀
元
千

三
百
五
十
七

年
）
ニ
起
リ

安
徳
天
皇
寿

永
三
年
（
紀

元
千
八
百
四

十
四
年
）
ニ

第
五
篇

後
鳥
羽
天
皇
文

治
元
年
（
紀
元

千
八
百
四
十
五

年
）
ニ
起
リ
後

陽
成
天
皇
慶
長

四
年
（
紀
元
二

千
二
百
五
十
九

年
）
ニ
訖
ル

第
六
篇

後
陽
成
天
皇
慶

長
五
年
（
紀
元

二
千
二
百
六
十

年
）
ニ
起
リ
孝

明
天
皇
慶
応
二

年
（
紀
元
二
千

五
百
二
十
六

年
）
ニ
訖
ル

第
七
篇

今
上
天
皇
慶

応
三
年
（
紀

元
二
千
五
百

二
十
七
年
）

ニ
起
リ
明
治

二
十
年
（
紀

元
二
千
五
百

四
十
七
年
）
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年
）ニ
訖
ル
訖
ル

ニ
訖
ル

神
道

医
術

歌文
章

文
学（
読
書

法
、
漢
文
、

詩
、
和
文
、

歌
、
法
学
、

史
学
、
韻

学
、
書
）

絵
画

神
道

宗
教

医
術

暦
学

算
術

天
文
学

漏
刻

文
学（
書
籍
、

訓
点
、大
学
、

国
学
、私
学
、

釈
奠
、教
員
、

学
生
、
明
経

道
、紀
伝
道
、

明
法
道
、礼

式
学
、漢
文
、

和
文
、
詩
、

歌
、
韻
学
、

書
）

絵
画

算
道

医
術

陰
陽
道

天
文

暦
術

漏
刻

音
楽

文
学（
学
校
、礼

式
、法
律
学
、韻

学
、歌
、連
歌
、

和
文
、
詩
、
漢

文
、書
）

絵
画

天
文

暦
道

漏
刻

医
術

兵
学

神
道

宗
教

文
学（
印
刷
、幕

府
学
校
、搢
紳

学
校
、諸
藩
学

校
、私
塾
、書
籍

館
、漢
文
、詩
、

韻
学
、支
那
俗

語
、
国
学
、
洋

学
、書
）

絵
画

算
術

天
文

暦
術

医
術

神
道

心
学

兵
学

総
論

教
科
書

外
国
教
師

海
外
留
学
生

文
部
省
経
費

学
校

幼
稚
園

盲
唖
教
育

書
籍
館

教
育
博
物
館

学
士
会
院

教
育
会

各
省
道
庁
学

校

音
楽

武
術

農
業

工
芸

結
語

陰
陽
道

兵
学

音
楽

蹴
鞠

農
業

工
芸

商
業

結
語

兵
学

神
道

宗
教

農
業

工
芸

商
業

女
子
教
育

結
語

音
楽

蹴
鞠

茶
湯

香
道

挿
花

農
業

工
芸

商
業

女
子
教
育

結
語

音
楽

茶
湯

煎
茶

挿
花

宗
教

農
学

工
芸

商
業

女
子
教
育

結
語

神
道

仏
教

結
語

　
「
緒
言
」
第
二
条
に
述
べ
る
と
お
り
、
学
校
教
育
中
心
の
歴
史
で

は
な
く
、
宗
教
を
含
む
文
化
一
般
を
対
象
と
し
た
歴
史
で
あ
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
学
校
教
育
が
「
文
学
」
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
は
、
榊
原
芳
野
の
『
日
本
教
育
史
略
』
の
「
文
芸
概
略
」、

『
文
芸
類
纂
』、
さ
ら
に
『
古
事
類
苑
』「
文
学
部
」
と
に
共
通
す
る

構
造
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
七
篇
は
学
校
教
育
又
は
文
部
省
所
管
事

項
が
中
心
と
な
る
こ
と
も
、『
日
本
教
育
史
略
』
同
様
の
制
約
と
言

え
る
。

　

時
期
区
分
は
、
第
二
篇
は
神
代
、
第
三
篇
は
王
仁
の
来
朝
、
第
四

篇
は
文
武
天
皇
（
六
九
七
年
）、
第
五
篇
は
源
頼
朝
の
政
権
確
立
（
一

一
八
五
年
）、
第
六
篇
は
関
ヶ
原
の
合
戦
（
一
六
〇
〇
年
）、
第
七
篇
は

大
政
奉
還
（
一
八
六
七
年
）
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
の
時
期
区
分
に
従
っ

て
項
目
ご
と
に
沿
革
を
延
べ
、
類
書
的
な
性
格
を
持
ち
つ
つ
も
、
第

一
篇
「
総
説
」
と
各
篇
の
「
結
語
」
で
述
べ
ら
れ
る
概
観
に
は
、
教

育
を
軸
に
据
え
た
歴
史
観
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二

篇
は
神
代
以
後
は
「
未
ダ
一
学
科
ト
為
ス
ニ
足
ラ
ズ
ト
雖
モ
、
亦
教

育
ノ
力
ヲ
仮
ラ
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
原
初
的
な

教
育
が
存
在
し
、
第
三
篇
で
は
「
外
国
人
及
外
国
人
ノ
子
孫
ニ
倚

頼
」
し
て
外
国
文
化
が
受
容
さ
れ
、
第
四
篇
で
は
「
教
育
ハ
具
備
セ

ザ
ル
ハ
ナ
ク
」
と
い
う
隆
盛
か
ら
争
乱
の
な
か
で
衰
退
し
、
第
五
篇

の
武
家
の
時
代
は
「
教
育
ノ
極
衰
ノ
運
」
と
な
り
、
第
六
篇
の
徳
川

幕
府
の
下
で
は
「
字
ヲ
識
ラ
ザ
ル
者
少
ク
」
と
い
う
景
況
を
迎
え
つ

つ
も
「
世
襲
」
の
も
と
で
地
位
上
昇
が
得
ら
れ
ず
、
第
七
篇
で
は
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「
欧
米
ノ
制
」
に
よ
る
学
校
が
普
及
し
て
「
世
禄
ノ
陋
弊
」
を
改
め

て
人
材
登
用
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
歴
史
観
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
文
化
の
な
か
に
教
育
を
位
置
づ
け
て
教
育
の
役
割
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
海
後
宗
臣
が
「
教
育
の
一
つ
の
形
態
よ
り
他
の
形
態
へ
の

転
変
を
説
か
ん
と
し
て
い
る
」
と
評
し
た
よ
う
に
（
（（
（

、
教
育
の
形
態
史

観
と
で
も
い
う
べ
き
像
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
『
修
訂
日
本
教
育
史
』

が
刊
行
さ
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
修
訂
版
の
「
緒
言
」
で
は
、
一
八
八
七
（
明

治
二
〇
）
年
ま
で
の
記
述
で
止
ま
っ
て
い
た
も
の
に
「
現
今
迄
の
景

況
」
を
加
筆
し
た
と
説
明
し
、一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
か
ら
『
古

事
類
苑
』
の
編
集
に
加
わ
っ
て
い
た
広
池
千
九
郎
を
協
力
者
と
し
て

挙
げ
て
い
る
（
（（
（

。
そ
の
後
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
師
範
学
校

規
程
で
本
邦
教
育
史
は
「
近
世
教
育
史
」
と
性
格
が
変
化
し
、
一
九

一
〇
（
明
治
四
三
）
年
五
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
日
英
博

覧
会
」
を
契
機
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
教
育
史
』
が
文
部
省
版
で
登

場
し
（
（（
（

、
そ
の
後
も
多
く
の
近
世
教
育
史
教
科
書
が
発
行
さ
れ
る
な
か

で
、
古
代
か
ら
の
変
遷
に
力
点
を
置
い
た
佐
藤
誠
実
の
浩
瀚
な
教
科

書
は
定
番
の
地
位
を
失
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　

海
外
か
ら
の
視
線
を
意
識
し
た
国
際
的
環
境
の
な
か
で
『
日
本
教

育
史
略
』
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
教
育
史
の
著
述
は
開
始
さ
れ
た
。

そ
れ
は
近
代
の
国
学
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、『
古
事
類
苑
』
と
い
う

巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
の
背
景
に
存
在
し
て
い
た
。

　

寺
﨑
昌
男
が
整
理
す
る
よ
う
に
、「
大
正
期
末
か
ら
昭
和
期
に
至

る
期
間
」
ま
で
下
っ
て
、「
日
本
史
研
究
か
ら
の
教
育
史
研
究
の
自

立
」
が
行
わ
れ
た
（
（（
（

。
国
史
学
か
ら
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
継
受
し
た
石

川
謙
や
高
橋
俊
乗
ら
初
期
の
日
本
教
育
史
研
究
者
も
、
明
治
の
国
学

か
ら
は
距
離
が
あ
り
、
国
文
学
や
歴
史
学
で
み
ら
れ
た
国
学
者
と
の

人
脈
的
な
連
続
性
は
、
日
本
教
育
史
学
で
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
か
か
る
学
問
と
し
て
の
自
立
の
時
期
よ
り
は
る
か
以
前

に
、
国
学
者
を
中
心
と
し
た
日
本
教
育
史
が
著
さ
れ
て
い
た
。
学
問

と
し
て
の
完
全
な
自
立
以
前
に
、
浩
瀚
な
著
作
群
に
よ
っ
て
日
本
教

育
史
学
が
成
立
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
著
作
は
、

師
範
学
校
に
お
け
る
教
育
史
教
科
書
と
し
て
制
度
的
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
の
「
自
立
」
以
前
に
成
立
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

文
化
全
般
を
対
象
と
し
う
る
の
初
期
の
日
本
教
育
史
学
は
、
戦
前

昭
和
期
に
海
後
宗
臣
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
九

世
紀
の
学
校
教
育
普
及
か
ら
近
代
学
校
批
判
へ
と
変
化
し
た
二
〇
世

紀
の
国
際
的
環
境
の
な
か
で
、
学
校
形
態
の
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
教

育
史
研
究
の
可
能
性
が
再
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
日
本
教
育
史
略
』、『
文
芸
類
纂
』、『
古
事
類
苑
』、

『
日
本
教
育
史
』
を
一
つ
の
系
列
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
力
点
を
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置
い
た
た
め
、
関
係
す
る
国
学
者
や
政
策
と
の
関
係
を
充
分
に
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
学
と
教
育
の
関
係
に
は
さ
ら
に

多
く
の
研
究
す
べ
き
課
題
の
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
本
稿
を
終
え
た

い
。（
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
「
明
治
期
に
お
け
る
総
合
芸
術
批
評
の

形
成
」（
研
究
課
題
番
号
二
一
五
二
〇
一
六
四
、
研
究
代
表
者
白
石
美
雪
）

に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。）

註（1
）　

海
後
宗
臣
『
日
本
教
育
小
史
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
四
〇

年
（
一
九
七
八
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
版
、
一
二
～
二
二
頁
）。

（
2
）　

石
川
松
太
郎
「
日
本
に
お
け
る
日
本
教
育
史
研
究
の
歴
史
」『
日

本
の
教
育
史
学
』
第
二
集
、
一
九
五
九
年
。

（
3
）　

寺
﨑
昌
男
「
総
説　

学
会
の
動
向
」『
講
座
日
本
教
育
史
』
第
五
巻
、

一
九
八
四
年
、
第
一
法
規
、
九
頁
。

（
4
）　

藤
田
大
誠
『
近
代
国
学
の
研
究
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
。

（
5
）　

高
橋
陽
一
「
維
新
期
国
学
に
お
け
る
共
通
教
化
の
析
出
」『
日
本

の
教
育
史
学
』
第
三
四
集
、
一
九
九
一
年
。
高
橋
陽
一
「
大
学

校
・
大
学
に
お
け
る
国
学
系
教
官
の
動
向
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』

第
一
〇
集
、
一
九
九
二
年
。
高
橋
陽
一
「
国
学
に
お
け
る
「
事
実
」

問
題
の
展
開
と
教
化
」
寺
﨑
昌
男
編
『
近
代
日
本
に
お
け
る
知
の

配
分
と
国
民
統
合
』
第
一
法
規
、
一
九
九
三
年
。

（
6
）　 Japanese D

epartm
ent of Education, "A

n O
utline H

isto-
ry of Japanese Education ; Prepared for the Philadelphia 
International Exhibition,1876" D

. A
ppleton and Com

pany 
(N

ew
 Y

orlk),1876.　

な
お
、
正
木
直
子
・
正
木
み
ち
編
訳
『
概

要
「
日
本
の
教
育
の
歴
史
と
現
状
」
―
一
八
七
六
年
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
万
博
の
た
め
に
―
』（
日
本
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
）

は
、
乙
骨
太
郎
乙
の
孫
に
よ
り
同
家
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
の
英
語
版

か
ら
の
「
再
翻
訳
」
で
あ
る
が
、
日
本
語
版
の
存
在
を
知
ら
ず
に

現
代
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
た
め
固
有
名
詞
な
ど
に
誤
り
が
多
い
。

（
7
）　

文
部
省
印
行
『
日
本
教
育
史
略
』
一
八
七
七
年
。

（
8
）　

稲
垣
友
美
「
学
監
ダ
ビ
ッ
ド
・
マ
レ
ー
の
研
究
」『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

ア
』
早
稲
田
大
学
哲
学
会
、
第
二
九
号
、
一
九
五
五
年
一
二
月
。

（
9
）　

古
賀
徹
『
文
部
省
顧
問D

avid M
uurray

と
日
本
の
近
代
教
育

に
関
す
る
研
究
』（
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究
Ａ
報

告
書
）
二
〇
〇
一
年
。

（
10
）　
「
榊
原
芳
野
家
蔵
目
録
」『
参
考
書
誌
研
究
』
第
一
二
号
、
一
九
七

六
年
。

（
11
）　

高
木
ま
さ
き
「
榊
原
芳
野
伝
覚
書
き
」『
人
文
科
教
育
研
究
』
第

二
一
号
、
一
九
九
四
年
。
高
木
は
『
文
芸
概
説
』
の
写
本
が
国
立

国
会
図
書
館
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
古
典
籍
資
料
室
に
所
蔵

の
も
の
を
確
認
す
る
と
、「
明
治
九
年
七
月
十
日
交
付
」「
教
育
博

物
館
」「
東
京
博
物
館
」
の
蔵
書
印
の
あ
る
も
の
（
一
四
三
・
一

イ
）
と
「
明
治
十
年
文
部
省
交
付
」、「
東
京
書
籍
館
」
の
蔵
書
印

の
あ
る
も
の
（
一
四
三
・
一
）
で
あ
る
。
二
冊
は
文
字
や
挿
絵
が

類
似
し
、
四
六
丁
、
毛
筆
手
書
き
彩
色
の
挿
絵
入
り
で
、
原
稿
に

近
い
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
教
育
史
略
』
の
「
文
字
総
論
」

「
文
学
総
論
」「
附
文
具
」
と
い
う
項
目
名
が
「
字
誌
総
論
」「
学

志
総
論
」「
文
具
志
略
」
と
な
る
な
ど
タ
イ
ト
ル
が
若
干
異
な
り
、

刊
本
の
神
武
紀
元
に
よ
る
「
千
二
百
年
頃
」
と
い
っ
た
年
号
は
、

こ
の
写
本
で
は
「
西
暦
紀
元
六
百
年
前
後
」
と
な
っ
て
お
り
、
海

外
の
博
覧
会
を
意
識
し
た
記
述
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
12
）　

吉
田
邦
光
編
『
万
国
博
覧
会
の
時
代
』
思
文
閣
、
一
九
八
六
年
。

（
13
）　

國
雄
行
『
博
覧
会
の
時
代
―
明
治
政
府
の
博
覧
会
政
策
』
岩
田
書

店
、
二
〇
〇
五
年
、
四
一
～
四
七
頁
。
國
雄
行
『
博
覧
会
と
明
治

の
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
七
四
～
八
三
頁
。

（
14
）　

伊
藤
真
実
子
『
明
治
日
本
と
万
国
博
覧
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
八
年
、
一
三
～
六
〇
頁
。

（
15
）　

村
形
明
子
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
見
た
建
国
一
〇
〇
周
年
記
念
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
」
京
都
大
学
教
養
部
『
人
文
』
第
三
二

集
、
一
九
八
六
年
。
畑
智
子
「
一
八
七
六
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

万
国
博
覧
会
の
概
要
と
「
日
本
」
の
出
品
状
況
に
つ
い
て
」『
賀

茂
文
化
研
究
』
第
六
号
、
一
九
九
八
年
。
坂
本
久
子
「
写
真
と

『
温
知
図
録
』
か
ら
み
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
日

本
の
出
品
物
へ
の
一
考
察
」『
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
研
究
紀

要
』
第
二
九
号
、
一
九
九
九
年
。
坂
本
久
子
「
日
本
の
出
品
に
み

る
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
と
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の

関
連
」『
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
八
号
、
二

〇
〇
八
年
。
坂
本
久
子
「
日
本
の
出
品
に
み
る
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
万
国
博
覧
会
（
一
八
七
六
年
）
と
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
一
八
七

八
年
）」『
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
九
号
、
二

〇
〇
九
年
。

（
16
）　

石
附
実
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
と
日
本
の
教
育
」
吉
田
光

邦
編
『
一
九
世
紀
日
本
の
情
報
と
社
会
変
動
』
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
、
四
二
七
～
四
一
七
頁
。
石
附
実
「
日

本
教
育
の
世
界
へ
の
登
場
―
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
と
教

育
」『
世
界
と
出
会
う
日
本
の
教
育
』
開
発
教
育
研
究
所
、
一
九

九
二
年
、
七
一
～
九
八
頁
。

（
17
）　

樋
口
い
ず
み
「
一
八
七
八
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
日
本
の
教
育
部

門
へ
の
参
加
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
別

冊
第
一
六
号
二
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。

（
18
）　

海
後
宗
臣
『
歴
史
教
育
の
歴
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九

年
。

（
19
）　

文
部
省
印
行
『
日
本
教
育
史
略
』
一
八
八
四
年
五
月
、
吉
川
半
七

（
東
京
）。
同
、
一
八
八
四
年
五
月
、
岡
島
真
七
。

（
20
）　

文
部
省
印
行
『
府
県
師
範
学
校
教
科
書　

日
本
教
育
史
略
』
一
八

八
六
年
九
月
、
春
陽
堂
。

（
21
）　

教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
教
育
資
料
調
査

会
、
一
九
三
八
年
、
第
二
巻
四
四
二
～
四
四
三
頁
、
第
三
巻
四
九

八
～
五
〇
五
頁
。
米
田
俊
彦
編
著
『
近
代
日
本
教
育
関
係
法
令
体

系
』
港
の
人
、
二
〇
〇
九
年
。

（
22
）　

長
澤
規
矩
也
「
本
書
の
利
用
価
値
」（
榊
原
芳
野
編
『
文
芸
類
纂
』

一
九
七
五
年
、
及
古
書
院
）。

（
23
）　

小
中
村
清
矩
『
歌
舞
音
楽
略
史
』
吉
川
半
七
、
一
八
八
八
年
。
同

岩
波
文
庫
版
、
一
九
二
八
年
。

（
24
）　

高
木
ま
さ
き
、
前
掲
「
榊
原
芳
野
伝
覚
書
き
」。

（
25
）　

長
澤
規
矩
也
、
前
掲
「
本
書
の
利
用
価
値
」。

（
26
）　

熊
田
淳
美
『
三
大
編
纂
物
群
書
類
従
古
事
類
苑
国
書
総
目
録
の
出

版
文
化
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
八
六
頁
。

（
27
）　

文
部
省
総
務
局
編
書
課
校
定
・
同
課
員
佐
藤
誠
実
編
纂
『
師
範
学

校
教
科
用
書　

日
本
教
育
史
』
大
日
本
図
書
会
社
、
巻
上
一
八
九

〇
年
、
巻
下
一
八
九
一
年
。

（
28
）　

海
後
宗
臣
、
前
掲
書
。

（
29
）　

佐
藤
誠
実
『
修
訂
日
本
教
育
史
』
大
日
本
図
書
、
一
九
〇
三
年
。

な
お
、
修
訂
版
に
三
枝
博
音
の
「
跋
」
を
加
え
て
翻
刻
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
佐
藤
誠
実
『
修
訂
日
本
教
育
史
』
十
一
組
出
版
部
、
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一
九
四
三
年
。
仲
新
ほ
か
が
校
訂
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
藤
誠
実

『
日
本
教
育
史
』（
二
巻
、
東
洋
文
庫
二
三
一
、
二
三
六
）
平
凡
社
、

一
九
七
三
年
。

（
30
）　
『
古
事
類
苑
』「
文
学
部
」
の
広
池
千
九
郎
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

は
、
西
川
順
土
「
古
事
類
苑
編
纂
史
話
」（『
古
事
類
苑
月
報
』
三
、

六
、
一
九
六
七
年
六
月
、
九
月
に
詳
し
い
。

（
31
）　

文
部
省
（
白
石
正
邦
執
筆
）『
日
本
教
育
史
』
弘
道
館
、
一
九
一

〇
年
。

（
32
）　

寺
﨑
昌
男
、
前
掲
書
。

（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）


